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　　選択必修　　2単位

西山　一弘

1. 授業の概要（ねらい）
　会計によって外部へ提供される情報の中心は，貸借対照表・損益計算書およびキャッシュ・フロー計算書です。これら
は金融商品取引法上，財務諸表と呼ばれます。企業のパフォーマンスを理解するためには，この財務諸表の理解を避けて
通ることはできません。
　この授業では，簿記原理等で学習した簿記がどのような理論を背景としているのか，さらにどのようにして財務諸表が作
成されているのかを中心に知識の習得を目指しています。

2. 授業の到達目標
　１．経済事象に対して適切な会計処理を行うことができる。
　２．会計基準等における会計処理の理論的背景を理解することができる。
　３．実際の財務データを用いて会計情報の分析をすることができる。

3. 成績評価の方法および基準
　授業の到達目標について，試験において習得レベルの評価を行うとともに，講義内小テストおよび講義内レポートによっ
て評価します。
　試験　80％
　講義内レポートおよび講義内小テスト　20％

4. 教科書・参考文献
教科書
新田忠誓他著　『会計学・簿記入門 最新版』　白桃書房

5. 準備学修の内容
　【復習】
　講義の開始時に，それまでの学習内容の確認を小テスト形式で行うことがあるので，講義内で取り扱った練習問題等を
次回の講義前に解きなおしたり，関連する練習問題の復習を行うなどで理解を深めるようにしてください。

6. その他履修上の注意事項
　第1回は履修者数が確定しないため，オンラインでの参加も可能です。LMS上でオンライン（あるいはオンデマンド）で
の参加方法を前日までに通知します。
　なお，講義の性質上，試験は対面で行うことを予定しています。
　授業には電卓を持参してください。

7. 授業内容
【第１回】 　ガイダンスとこの授業の目的：講義のスケジュール・成績評価等について説明します。
【第２回】 　会計学の対象と目的：会計学が対象としているエリアや会計学が目的としている内容について説明します。
【第３回】 　収支計算書と簿記・会計の関わり：簿記で学習した内容が会計学にどのように生かすことができるのかを説明し

ます。
【第４回】 　株式会社と計算書：株式会社の簡単な説明と，株式会社における会計計算書の役割について学習します。
【第５回】 　会計学の前提と会計手続の概観：会計の基礎的前提について学習するとともに，収支計算と貸借対照表の関係

について学習します。
【第６回】 　会計学の概観：利益獲得活動と簿記・会計の基本構造について学習します
【第７回】 　会計学の課題：会計学の課題（対象について重要な手続きをもとに概観します。
【第８回】 　損益計算書と貸借対照表の連環について学習します。
【第９回】 　簿記一巡：期首から期末までの一連の流れを確認します。
【第10回】 　簿記一巡②：期首から期末までの一連の流れと決算について学習します。
【第11回】 　損益計算書（報告式）の概観：損益計算書のフォーマット・その役割について学習します。
【第12回】 　売上高・売上原価の意義と認識について学習します。
【第13回】 　営業活動にかかわる資産・負債のうち棚卸資産について学習します。
【第14回】 　減価償却について学習します。
【第15回】 　貸倒引当金について学習するとともに，これまでのまとめを行います。


